
足
立
区
は
１
月
に
総
額
２

４
３
６
億
円
（
前
年
度
比
４･

０
％
減
）
の
一
般
会
計
な
ど

新
年
度
予
算
案
を
発
表
し
ま

し
た
。
平
成
24

年
度

「
予
算
編
成
の
の
あ
ら
ま

し
」
で
足
立
区
は
（
22
年
度
決
算

は
「
区
財
政
に
黄
色
信
号
が
と
も
っ
た
」
と

総
括
し
、
「
経
常
収
支
比
率
が
悪
化
し
、
財

政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
」
「
区
の
収
入

の
３
５
％
程
度
を
占
め
る
特
別
区
交
付
金

（
財
政
調
整
基
金
）
が
５
０
億
円
近
く
減
収

と
な
る
厳
し
さ
」
と
言
っ
て
、
「
平
成
24
年

度
予
算
で
は
、
財
政
規
模
を
縮
小
し
た
予
算
」

と
し
て
い
ま
す
。

長
引
く
不
況
、
雇
用
不
安
な
ど
で
確
か
に

区
民
の
収
入
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
区

民
税
収
入
は
減
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
「
足

立
区
は
お
金
が
な
い
」
と
言
う
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
東
京
都
か
ら
は
毎
年
都
区
財
政

調
整
交
付
金
が
人
口
規
模
や
行
政
需
要
に
応

じ
て
配
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
た
め
年
度
予

算
（
一
般
会
計
）
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
史

上
２
番
目
に
大
き
な
予
算
額
に
な
っ
て
い
ま

す
。

●
足
立
区
の
特
別
区
交
付
金
（
財

政
調
整
基
金
）

平
成
２
４
年
度

８
８
２
億
円

平
成
２
３
年
度

９
３
１
億
円

平
成
２
２
年
度

８
８
８
億
円

平
成
２
１
年
度

９
７
０
億
円

平
成
２
０
年
度

１
０
０
３
億
円

区
の
言
う
特
別
区
交
付
金
（
都
区
財
政
調

整
交
付
金
）
は
減
る
と
は
い
え
一
昨
年
と
同

水
準
で
す
。

●
経
常
収
支
比
率
は
２
３
区
平
均
。

全
国
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

経
常
収
支
比
率
は
（
財
政
の
弾
力
化
を
表

す
指
標
。
低
い
ほ
ど
弾
力
性
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
）
「
２
年
連
続
で
８
０
％
を
上
回
っ

た
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
２
３
区
の
平
均

と
ほ
ぼ
同
率
で
す
。
そ
の
東
京
２
３
区
は
全

国
水
準
で
見
れ
ば
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
財
政
状

況
で
す
。
政
府
の
財
政
健
全
化
の
基
準
で
見

れ
ば
、
「
黄
色
信
号
」
ど
こ
ろ
か
「
優
秀
な

青
信
号
」
で
す
。
区
の
決
算
財
務
書
類
で
も

区
財
政
の
区
民
１
人
当
た
り
の
負
債
は
１
９

万
円
で
す
が
、
資
産
は
１
９
６
万
円
も
あ
り

ま
す
。

区
長
は
足
立
区
の
人
口
推
移
を
グ
ラ
フ
で

示
し
な
が
ら
、
「
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と

い
う
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
に
突
入
す
る
ば

か
り
か
、
同
じ
高
齢
者
で
も
後
期
高
齢
者
の

全
体
に
占
め
る
割
合
が
１
３
％
以
上
と
非
常

に
高
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
」
「
今
後
は

医
療･

介
護･

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
義
務
的
経

費
が
増
大
し
財
政
の
硬
直
化
が
さ
ら
に
進
む
」

と
し
て
い
ま
す
。
予
算
編
成
の
あ
ら
ま
し
の

表
題
は
「
時
代
の
変
化
に
挑
む
！
」
と
言
っ

て
、
「
時
代
の
変
化
」
を
口
実
に
区
民
福
祉

の
負
担
増
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
増
え
て
い
る
の
に
老
人
福
祉
費

は
平
成
２
３
年
度
１
１
億
５
７
９
９
万
円
だ
っ

た
も
の
を
１
０
億
８
８
５
８
億
円
へ
と
削
減

し
て
い
ま
す
。
「
変
化
に
対
応
し
た
予
算
」

ど
こ
ろ
か
そ
れ
を
口
実
に
区
民
に
我
慢
を
強

い
る
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

景
気
は
最
悪

区
は
電
力
供
給
の
制
約
、
原
子
力
災
害
の

影
響
、
欧
州
の
政
府
債
務
危
機
な
ど
の
べ
日

本
経
済
の
状
況
は
予
断
を
許
さ
な
い
こ
と
や
、

景
気
や
中
小
企
業
の
こ
と
は
述
べ
て
い
ま
す

が
、
区
の
税
収
が
入
る
か
ど
う
か
だ
け
で
区

内
事
業
者
や
区
民
の
生
活
を
心
配
す
る
記
述

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

負
担
増･

徴
収
強
化

歳
入
に
つ
い
て
は
、
「
自
主
財
源
の
安
定

的
確
保
の
た
め
に
、
特
別
区
民
税
を
は
じ
め
、

負
担
金
、
使
用
料
な
ど
の
徴
収
強
化
」
を
宣

言
し
、
「
公
正･

公
平
の
観
点
か
ら
受
益
者

負
担
の
原
則
に
よ
り
、
使
用
料
等
に
つ
い
て

は
実
費
負
担
や
施
設
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

相
当
額
を
応
益
負
担
す
る
考
え
が
必
要
」

「
今
後
と
も
絶
え
ず
見
直
し
」
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

新
年
度
予
算
案
は
補
助
金
削
減
な
ど
事
業

の
廃
止
は
２
７
事
業
。
縮
小
事
業
は
１
１
１

に
な
っ
て
い
ま
す
。

た
め
込
み
金
（
基
金
）
は

８
５
６
億
円

た
め
込
ん
だ
基
金
を
取

り
崩
し
た
と
は
い
え
、
バ

ブ
ル
期
よ
り
も
は
る
か
に

多
い
８
５
６
億
円
も
あ
り

ま
す
。

●
区
民
の
運
動
と
日
本
共
産
党

の
論
戦
が
区
政
を
動
か
し
た
実

績

（
新
年
度
に
予
算
化
さ
れ
た
も
の
）

★
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
４
０

０
０
円
（
半
額
）
補
助
。
４
年
越
し
、
年
度

で
は
３
年
前
か
ら
要
求
し
て
き
た
の
は
日
本

共
産
党
だ
け
。

★
認
可
保
育
園
の
増
設
（
２
カ
所
分
）

★
学
童
保
育
室
の
増
（
東
和
住
区
セ
ン
タ
ー

分
室
学
童
保
育
室
を
隣
接
す
る
内
谷
公
園
に
）

★
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
助
成
の
存
続

★
孤
独
死
対
策
、
高
齢
者
見
守
り
支
援

事
業

★
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ･

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

（
計
画
策
定
時
に
日
本
共
産
党
の
要
望
を
反

映
し
子
ど
も
や
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、

き
め
細
か
な
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
体
験
型
施

設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
）

★
特
養
ホ
ー
ム
増
設
（
２
４
年
度
６
ヵ
所

整
備
）

★
就
労
支
援
（
就
職
面
接
会
２
回
だ
っ
た

も
の
を
毎
月
実
施
）

★
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
（
設
置

補
助
や
補
助
上
乗
せ
な
ど
）

２０１２年２月１２日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９４４
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１
月
31
日
、
竹
ノ
塚
付
近
鉄
道
高

架
化
促
進
協
議
会
理
事
会
が
開
催
さ

れ
、
昨
年
12
月
20
日
、
都
よ
り
東
武

伊
勢
崎
線
の
鉄
道
連
続
立
体
化
事
業

の
認
可
を
取
得
し
、
平
成
33
年
３
月

末
ま
で
の
期
間
、
事
業
が
お
こ
な
わ

れ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
区
間
は
東
伊
興
３
丁
目
よ
り

栗
原
４
丁
目
ま
で
の
１
・
７
ｋ
ｍ
と

し
て
い
ま
す
。

事
業
費
は
約
５
３
７
億
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
な
お
、
西
口
駅
広
場
と

な
る
区
画
街
路
１
４
号
線
に
つ
い
て

も
事
業
認
可
を
取
得
し
て
い
る
こ
と

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

３
月
末
を
目
途
に
東
武
鉄
道
と
足
立

区
が
費
用
負
担
や
工
事
内
容
な
ど
に

つ
い
て
「
工
事
施
工
協
定
」
を
結
び
、

そ
の
後
、
施
行
手
順
を
確
認
し
た
後
、

地
元
で
の
工
事
説
明
会
を
経
て
、
今

秋
、
工
事
着
工
と
な
る
段
取
り
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
、
事
業
費
が
５
０
０
億
円
と

し
て
い
た
も
の
が
、
な
ぜ
、
増
え
た

の
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、

第
一
に
、
中
国
な
ど

か
ら
の
資
材
が
高
騰

し
て
い
る
。

第
２
に
、
３
７
号
踏

切
付
近
の
区
道
の
買

収
費
な
ど
を
見
積
も
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
理
由
で
あ
る
が
、
今
後
と
も

精
査
し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
。

費
用
負
担
に
つ
い
て
も
国
の
補
助

金
は
今
年
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
が
５
％
カ
ッ
ト
さ
れ
、
さ
ら
に

日
本
再
生
重
点
化
措
置
と
い
う
補
助

金
に
も
振
り
分
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
全

体
と
し
て
10
％
カ
ッ

ト
さ
れ
て
い
る
厳
し

さ
が
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
都
７

割
、
区
は
３
割
の
負

担
で
あ
っ
た
が
、
そ

う
な
る
と
45
億
円
も

負
担
が
減
る
。
今
後
、

東
京
都
に
新
た
な
負

担
を
求
め
る
べ
き
で

あ
る
と
、
日
本
共
産

党
は
主
張
し
ま
し
た
。

区
は
、
い
ま
、
単

独
で
東
京
都
に
新
た

な
財
政
負
担

を
求
め
る
こ

と
は
難
し
い

が
、
墨
田
区

が
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
と
の
関

連
で
都
市
計

画
事
業
を
単

独
で
実
施
す

る
こ
と
を
表

明
し
て
お
り
、

そ
の
関
連
で

23
区
の
中
で
鉄
道
連
続
立
体
化
事
業

な
ど
都
市
計
画
事
業
の
負
担
割
合
を

以
前
の
都
が
７
割
、
区
が
３
割
に
も

と
す
べ
き
と
い
う
こ
と
も
検
討
さ
れ

て
い
る
の
で
財
源
確
保
に
む
け
て
引

き
続
き
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
区
は
２
４
年
度

予
算
案
に
は
線
路
高
架
化
に
１
５
億

円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要

望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

日
本
共
産
党
は
、
２
月
24
日
の
区

議
会･

本
会
議
で
竹
ノ
塚
駅
鉄
道
高
架

化
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
を
行
い
ま

す
。

２０１２年２月１２日 こんにちは伊藤和彦です（発行会派日本共産党党足立区議団．発行責任者伊藤和彦） NO ９４４

下り急行線 ２０１０年６月都市計画説明

会で配布された資料より

工事着工後、初期段階の側面図（地下にホームへの通路をつくる

とともに、下り急行線より立体化をすすめ、一時期上り、下りの

ホームが２つになる。立体化は西側ホールより暫時すすめる

竹ノ塚駅連続立体化事業の費用負担割合

事業者名 負担割合 事業費負担額

東武鉄道 １５％ ８０億５５００万円

国土交通省 ４２．５％ ２２８億２２５０万円

東京都 ２１．２５％ １１４億１１２５万円

足立区 ２１．２５％ １１４億１１２５万円

区民の暮らし･雇用･営業がいっそう厳しくなる中、足立区政

はどうなっているのか、区の予算はどうなっているのか、区民

の切実な要求をどのように実現していくのか！予算学習会にお

でかけください。誰でも参加できます。無料です。


